令和２年８月２５日（火）第２学期　始業式　校長講話

はじめに
　皆さんおはようございます。本日、ここに無事、第２学期始業式を迎えられることを大変うれしく思います。では、第２学期始業式にあたり、私からは、①夏休みの振り返り　②第２学期の目標設定について、お話しします。
１　夏休みの振り返りから【「学歴の効用」】　
　まず、第１学期終業式の際、夏休みの心構えとして、「読書百徧にして義自ら見わる」という言葉を紹介しました。皆さんは、どんなことを徹底的に繰り返す「努力」をしたのでしょうか。この第２学期にきっと大きく発展する生徒が大勢いるであろうと感じています。
ここで、ある教育社会学者の学歴の効用研究を紹介します
①「大卒学歴の効用は増大している」（学歴間の賃金格差の拡大）②「大学時代をどのように過ごしたかが、経済的効用を左右する」(大学時代の学習経験は、就業後の学習経験につながり、所得の向上をもたらしている) ③「女子にとって大学進学は、『オールマイティー』な効用をもたらす（大卒はどのような就業形態でも効用が認められる）④専門学校卒業の効用は、要資格職に従事している卒業者には所得と就業意識に教育の効用が見られる。「学歴と健全に向き合ってほしい」と述べ、そのキーワードは、「努力」と「選択」でありその延長線に「学歴」の効用があり、冷静に向き合っていく必要がある。私も皆さんの「努力」がよい「選択」へ結びつくことを期待しています。
私も、１４年前に民間企業研修により１年間日産自動車で研修をしました。はじめ４か月は製造ラインでの業務、残り８ケ月は人事部での業務でした。作業着を着て主に製造ライン業務では作業ラインへのエンジン供給（日産マーチ）、１日あたり８時間生産目標１２４台で約４分間で１台の自動車が製造されていました。その当時一諸に働いていた工業高校出身の社員の方で、さらに技術・理論を身に着けたいと働きながら２部の大学工学部へ入学しさらにキャリアアップし活躍した方もいました。
２　第２学期の目標設定【真・善・美】
(1)　「自学の文化」【知性・認識能力】
　「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣は日常化していますか。やらざるを得ない課題設定を日常化していますか。ちなみに夏季補習への参加。運動部県大会参加と朝自習や部活動練習大勢の生徒が取り組んでいました。とても心強く思います。
先ずは、この生活習慣の安定・定着をしっかり図ってほしいと思います。

(2)　「部活動の文化」【平常心・実践能力】
　次に、｢部活動の文化」について、１・２年生の皆さんはこの夏を乗り切り、大きく成長したことと思います。「やはり己に勝つ、自分に妥協しないということが大切です。自分に甘えているうちは成長しない。」その時々、自分の置かれた状況によって、常に目標が意識されていることが大切です。
 (3) 「学校行事の文化」【感性・審美能力】

　「学校行事の文化」については、本年度はダンシング・フェスティバル、やなぎ祭に代わる文化発表会が１０月に予定されています。坂高生としての「美意識」を忘れず、感性を磨く場にしてください。

おわりに

　結びに、新型コロナ感染拡大防止、猛暑からの熱中症で活動が制限される中、健康管理に十分留意し努力を続け自分の目指す進路実現に向けチャレンジしてくれることを期待しています。「努力は裏切らない」以上です。
